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賀茂
石部の棚田で収穫祭（稲刈り）を開催！

10月７日（土）、８日（日）に松崎町石部の棚田で、

収穫祭（稲刈り）が開催されました。

オーナー・トラスト会員やボランティア等、約500人

が参加し、収穫作業、稲掛（はざかけ）に励みました。

４月の畦塗りから始まった棚田の作業も、今回の収穫

祭で一区切りとなりました。今年の稲は、台風の影響も

なく順調に生育したとのことで、収穫された棚田米は精

米され、会員に送られます。

賀茂農林事務所では今後も活動の広報・支援を継続し

ていきます。

水土里

第５５号 メールマガジン

賀茂農林事務所農村整備課 0555-24-2080

メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。

Ｗｅｂページはこちら↑
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東部三島市佐野地区の基盤整備に関する
役員打合せを行いました

東部農林事務所では、三島市佐野地区において、令和
４年度から公共事業による営農支援を検討しています。

本地区は、不整形で小さな区画の農地のため、耕作放
棄地の増加を懸念して、基盤整備の要望が上がりました。

10月26日（木）は、８月８日に決定した事業計画範
囲において現地調査を実施したので、その結果を報告す
るとともに、現地を歩きながら水の取り口や湧水等の課
題の共有を行いました。

役員からは、「地区全体の課題の共有ができて良かっ
た」との意見がありました。

今後、基盤整備の構想案を作成し、担い手の意見を聴
取していきます。

東部農林事務所農村整備課 055-920-2165



令和3年4月15日発行

大倉川農地防災ダムの見学会を開催！

富士農林事務所では、11月2日（木）に大倉川農
地防災ダムの見学会を開催しました。

大倉川農地防災ダムは、一級河川芝川流域の洪水
被害を防ぐため、昭和44年～55年にかけて建設され
た施設であり、毎年、地元の小学生を対象に過去の
洪水被害やダムの機能について学習し、防災意識を
高めてもらうことを目的に見学会を開催しています。

子どもたちからは、ダムの目的や構造の違い、洪
水配備時の様子など、様々な質問が飛び交い、ダム
や防災について知識を深めました。

今後も、地元の小学生や住民の方々に大倉川農地
防災ダムと防災について周知していきます。

藤守排水機場で現地研修会を開催！

志太榛原農林事務所では、焼津市藤守の藤守排水
機場において、ストックマネジメント事業により機
器更新工事を行っています。

現在３号ポンプが工場整備により分解された状態
のため、普段では目にできないポンプの内部構造が
見られる状態となっています。このため、10月5日
（木）に農業土木技術者等を対象とした現地研修会
を開催しました。

当日は、農地局農地整備課、志太榛原農林事務所、
焼津市、牧之原市、静岡県土地改良事業団体連合会
などの職員が参加し、排水施設についての理解を深
めました。

志榛
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志太榛原農林事務所牧の原用水課 054-644-9213

富士

富士農林事務所農村整備課 0545-65-2201
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都寺谷用水の除幕式並びに開祖平野重定公

400年祭が開催されました

10月６日（金）に昨年度、世界かんがい施設遺産に登
録された寺谷用水の記念碑除幕式と寺谷用水開祖平野重定
公400年祭が執り行われました。

除幕式では、寺谷用水土地改良区理事長、副理事長、磐
田市長、中遠農林事務所長の4名で除幕し、その他（総
代・理事・監事）40名が参加しました。

400年祭では、重定公ご子孫、水利組合長、関係団体
等90名が参拝しました。

寺谷用水は、現在も天竜川左岸地域の水田約1,500ヘク
タールに水の潤いをもたらす地域の重要な社会インフラで
あり、今後も維持管理に努めていきます。

中遠
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中遠農林事務所農村整備課 0538-37-2290
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西部三ヶ日中部地区園内道推進協議会を設立

～SS導入率UPによる産地強化を推進～

西部農林事務所では、三ヶ日みかんの産地強化を推進す
るため、スピードスプレーヤー（ＳＳ）の導入が可能な園
地を拡大する基盤整備に取り組んでいます。

生産性を向上するには、機械化を進める必要があること
から、三ヶ日では令和５年度から、ＳＳが走行できる園内
道の整備事業に着手しており、10月５日、６日には、令
和６年度新規予定地区の「三ヶ日中部地区」で、園内道推
進協議会の設立総会を開催しました。

設立総会には、園内道整備を要望する担い手農家約70名
が参加し、今後のスケジュールや事業制度等に関する農林
担当者の説明に熱心に耳を傾けていました。

引き続き関係者が一体となって三ヶ日町全域で取組を進
めていきます。

西部農林事務所農村整備課 053-458-7225


